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■ 議場設備導入事例　福岡県宮若市議会

■ 会議録作成支援システム　Voice  Air ／ボイスエアー

■ この町紹介 ～沖縄県石垣市～
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巻
頭
言

白
井

　義
美

　新
年
が
明
け
、
早
四
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　日
本
経
済
も
未
曾
有
の
長
期
不
況
の
中
で
、
事
業
経
営

上
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

経
済
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
も
混
沌
と
し
て
お
り
、「
こ
ん

な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。
こ
の
厳
し
い
時
代
の
中
で
、
私
達
は
ど
う
生
き
て
い

く
の
か
を
日
々
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　会
社
の
経
営
は
、
経
営
者
が
い
く
ら
旗
を
振
っ
て
も
付

い
て
き
て
く
れ
る
社
員
が
い
な
い
と
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

色
々
な
経
営
者
か
ら
「
社
員
が
思
う
よ
う
に
動
い
て
く
れ

な
い
…
」
等
の
話
を
聞
き
ま
す
し
、
私
も
そ
う
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
旗
を
振
る
人
の
資
質
も
深
く
考

え
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。「
社
員
に
対
し
言
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
い
の
か
…
」
等
、
私
自
身
が
旗
を
振
る
資

質
が
あ
る
の
か
、
日
々
自
問
し
て
い
ま
す
。
完
璧
な
答
え

は
な
か
な
か
見
い
出
せ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
思
い
は
、「
自

分
か
ら
や
る
」
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社
員
か
ら

何
か
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、「
自
分
か
ら
や
る
」
し
か

な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　人
は
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
く
な
っ
た
時
に
行
き

詰
ま
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
松
下
幸
之
助
氏
も
、「
自
分
の

こ
と
し
か
考
え
な
い
の
は
真
理
に
反
し
て
い
る
。
人
間
は

周
り
の
お
陰
で
生
き
て
い
る
と
い
う
真
理
に
反
し
て
、
自

分
の
こ
と
し
か
考
え
ず
に
生
き
よ
う
と
す
る
と
行
き
詰
ま

る
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
こ
の
言
葉
を
噛
み

締
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
の
人
生
の
中
で
出
会
っ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
希
望
の
言

葉
は
、〝
た
っ
た
一
人
か
ら
〞、
そ
し
て
、〝
た
っ
た
一
人
で

も
〞
で
す
。
つ
ま
り
、「
ど
う
せ
私
一
人
が
」
と
思
う
の

で
は
な
く
、「
せ
め
て
私
ぐ
ら
い
は
」
と
い
う
思
い
を
持
ち
、

会
社
経
営
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
こ
の

よ
う
な
思
い
を
持
つ
社
員
、「
あ
あ
い
う
人
が
一
人
で
も

職
場
に
い
る
こ
と
は
、
職
場
の
大
き
な
救
い
だ
ね
。」
と

言
わ
れ
る
社
員
を
育
成
す
る
こ
と
が
私
の
責
務
で
す
。

　私
も
、
大
げ
さ
な
志
を
あ
げ
な
く
て
も
、
周
り
の
人
の

救
い
と
な
れ
る
よ
う
な
人
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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　タッチパネル操作で、マイクとカメラ、
テロップが連動。デジタルレコーダーと
の組み合わせで、音響と映像に関する全
ての操作を、一人で行うことができます。
　議長席には、小型のモニタを設置。映
像とテロップを確認しながら議事進行が
可能です。
　カメラはフリーズ機能付き。カメラが
移動中の映像は流れず、狙った場所だけ
が放送されます。
　マイクは赤外線タイプを採用。配線は電
源のみ。席の配置変更があった場合でも、
簡単に対応できます。

　次
年
度
の
案
件
と
し
て
、
老
朽
化
し
た

議
場
音
響
・
映
像
設
備
の
改
修
を
検
討
さ

れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
十
二
月
定
例
会
初
日

に
突
如
故
障
。
準
備
期
間
一
ヶ
月
弱
、
実

際
の
工
期
は
十
日
程
度
で
、
全
て
の
機
材

の
入
れ
替
え
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　設
備
構
成
ご
提
案
時
に
は
、
導
入
後
の

使
い
勝
手
を
最
優
先
に
考
え
、
そ
の
後
ご

予
算
に
見
合
う
よ
う
に
再
検
討
。
結
果
と

し
て
、
使
い
勝
手
と
コ
ス
ト
両
面
で
ご
満

足
い
た
だ
け
る
設
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　施
工
完
了
直
後
の
臨
時
議
会
で
は
、
ご

担
当
者
様
の
ス
ム
ー
ズ
な
カ
メ
ラ
操
作
に

よ
り
、
臨
場
感
溢
れ
る
議
会
の
映
像
が
、

各
所
へ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

議
場
設
備
導
入
事
例

福
岡
県

【主要機器概要】
赤外線マイク数47台　ハンドマイク数1台　カメラ台数2台　議場用スピーカー2台　傍聴席用スピーカー2台
制御用ＰＣ1台　その他制御機器一式

高性能カメラ

議長席モニタで
議事進行を手助け

シンプルな操作機器

置き場所自由な
マイクユニット

宮
若
市
議
会
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　これらのサービスを相互連携させ、各システムの総合窓口となるポータル画面から
住民／職員が各システムに格納されている情報を縦横無尽に検索できたり、知りたい
情報とそれに関連する情報へのリンクをまとめて表示させることができます。

※１必要な機能のみを必要なときに利用できるソフトウェアの形態 ※２業務上の問題点の解決や要求の実現を行なうための情報システム

FAQと会議録のリンク
・議決内容に関連する公開Q&Aを参照。
・対象Q&Aに関する質疑・答弁・議決結果を参照。

Q&Aと調査情報のリンク
・対象Q&Aの根拠となる調査資料などを参照。
・登録資料や新聞記事に関連する公開Q&Aを参照。

会議録 /議会映像公開サービス

ディスカスシリーズ

議会向けQ&A公開サービス

マッチウェブ

日々寄せられる問い合わせや FAQを有効活用することにより、住民問い合わせの一元管理および
業務コストの削減と住民サポートの品質向上を実現するトータルソリューション。
住民からの問い合わせに短時間、高品質で対応できるようになります。

Discuss シリーズDiscuss シリーズ

MatchWebMatchWeb

インターネットを通じて会議録の中から必要な情報
を高速検索。
導入実績No.1 システム「Discuss」が進化しました。
「DiscussNet Premium」は住民サービスの向上、効
率的な議会運営を実現する会議録検索システムの
APSサービスです。

ディスカスネットプレミアム（ASP)

本会議の模様をライブ中継と録画中継で配信。
議会映像と会議録が連動した議会映像配信の ASP
サービスです。
自治体に対する情報公開の流れが加速する現在、高
まるビジュアルな情報へのニーズに応えます。

ディスカスビジョン ネット（ASP)

会議録検索システム

議会映像配信システム
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議会運営のコスト削減と業務の効率化、住民サービス向上を同時に実現

■  ㈱ぎじろくセンターは、システム導入および運用コスト削減と職員の業務効率化、
さらには情報公開の促進、住民サービスの向上を一度に実現する『SaaS 型 議会ソ
リューション』を 2010 年 4 月よりご提供しています。

SaaS 型 議会ソリューション
※１ ※ 2

会議録内容と調査情報のリンク
・各種調査情報をもとにした質疑・答弁・議決結果を参照。
・本会議録および委員会記録から、根拠資料や請願書等を参照。

政務調査情報検索サービス

パワーファインダー（ASP）

ペーパーレス化を実現し、多彩な検索機能と強力な文書管理機能で庁内や議会事務局に蓄積された
知識・情報を多角的に管理し、情報の利活用の促進および業務効率化を支援するツール。
議会業務の効率化、省力化、情報伝達の迅速化を実現します。

PowerFinder /ASPPowerFinder /ASP

議会ポータル議会ポータル

各サービスと
議会ポータルのリンク
・新着情報通知
・該当情報表示
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村田和已様

本を読んだ分
森を歩きたくなったんだ

アイダダアイダ イトトンボ
アイダニアイダ イトトンボ
ヒトノアイダモ アイダヨネ

母は いつだってそばにいるよ

４月

８月

12 月

　昨年に続き、山口市在住の村田和已様に弊社オリジナル

カレンダーの挿絵をお願いしました。「絵のもつ意味におい

ては、人によって違っていい、それがポエムだから」とい

うお話しを受け、編集者も考えてみました。

　1月、2011 年の幕が開きました。2月、世の中は繰り返

します。3月、千里の行も足下に始まります。4月、何事も

経験。“習うより慣れよ”です。5月、たとえば相手に自分

の足が踏まれたときに、「すみません、こちらがうかつでし

た」と自分が謝ることで、その場の雰囲気をよく保つこと

を「うかつあやまり」と言うそうです。6月、雨の日に互

いの傘を外側に傾け、ぬれないようにすれ違うことを「傘

かしげ」と言います。7月、「生きとし生けるもの」この世

に無意味なものはありません。8月、私たちのまわりには、

たくさんの「愛」がつまっています。9月、「できない」と

いうのは、やらないだけなのかもしれません。10月、神無

月です。私用のため留守です by 風神。11月、空が雀色に

薄暗くなった時分を「雀色時（すずめいろどき）」と言います。

12月、親思う心にまさる親心。人の命は地球より重いもの

です。（Ｈ）

ポエムカレンダー

村田和已の世界

弊社オリジナルカレンダーの
挿絵と絵の説明

テーマ「命」

村田和已様
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北風がカスタネットを
打ち鳴らすと
渚は急にカーニバル

一歩踏み出す 今の場所から
（あるいは今の自分から）
ふみだしてみる 不安定になってみる

泥からムツゴロウが顔をだした
背ビレをひろげ 深呼吸をして
「ヤッパ 朝ハ キモチイイ」

ゆりかごから見えた風景 近所の空地で出会った虫たち

なすは なる 天空を舞う熱気球
風のフェスティバルに
風神も駆けつけた

スズメたちの鳴きごえを
きいているようなシャツの袖
ランプに灯りもつけましょか

１月 ２月 ３月

５月 ６月 ７月

９月 10 月 11 月

ウサギのように争わず 澄んだ目で
鋭く希望へ 子どもたちへ
あけましておめでとう

５月

な
す
は
　
な
る
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石
垣
市
は
日
本
列
島
の
最
西

南
端
に
あ
り
十
一
の
有
人
島
か

ら
な
る
八
重
山
諸
島
の
拠
点
都

市
で
す
。
台
湾
や
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
を
は
じ
め
、広
く
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
に
開
か
れ
た
位
置

に
あ
る
国
境
都
市
で
す
。

　
気
候
は
亜
熱
帯
性
気
候
で
年

間
を
通
し
て
温
暖
な
気
候
で
、

中
央
部
に
は
県
内
最
高
峰
の
於お

茂も
と
だ
け

登
岳
を
有
し
、
南
側
に
は
平

坦
地
が
広
が
り
、湾
岸
や
半
島
、

岬
な
ど
の
自
然
に
恵
ま
れ
、
美

し
い
サ
ン
ゴ
礁
と
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
の
海
に
囲
ま
れ
たt

と
て
も
美
し
い
島
で
す
。

　
産
業
は
農
漁
業
や
商
工
業
と

連
動
し
た
観
光
産
業
が
特
に
顕

著
な
伸
び
を
示
し
、
年
中
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
都
市

で
す
。

お
ー
り
と
ー
り

連載　このまち紹介 　35

日
本
最
南
端
の
自
然
文
化
都
市

石い

し

垣が

き

市し

石い

し

垣が

き

市し

沖
縄
県

沖
縄
県

お
ー
り
と
ー
り
四
方
を
珊
瑚
礁
に
囲
ま
れ
、
於
茂
登
連
山
に
抱
か
れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち
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川か
び
ら
こ
う
え
ん

平
公
園

　
石
垣
島
に
来
た
ら
是
非
と
も
こ
こ
に
は
訪

れ
て
欲
し
い
と
思
う
一
押
し
の
場
所
で
す
。

沖
縄
と
し
て
も
随
一
の
景
勝
地
と
言
っ
て
も

過
言
じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
公
園
内
か
ら
見
る
湾
は
美
し
く
、
展
望
台

や
景
色
を
望
む
場
所
か
ら
見
る
景
色
も
お
薦

め
で
す
。
目
の
前
に
広
が
る
光
景
は
、
ま
る

で
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
で

す
。
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
海
の
色
合
い
が
変

わ
る
そ
う
で
す
の
で
、
時
間
を
変
え
て
来
て

み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

沖縄県

人口
総数 48,746 人
男 24,326 人
女 24,420 人
世帯 21,713 戸
平成 23年 1月末現在
石垣市
「おーりとーり」とは、八重山
地方のことばで、「ようこそ」「い
らっしゃい」という意味です。

川平公園

沖縄本島
久米島

慶良間列島

宮古島伊良部島

水納島

多良間島

竹富島

小浜島

黒島
波照間島

与那国島

西表島

石垣島
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バ
ン
ナ
公
園

　
バ
ン
ナ
公
園
は
、
石
垣
島
の
南
西
部
、

市
街
地
の
北
方
約
四
㎞
に
あ
る
バ
ン
ナ
岳

全
体
を
利
用
し
て
整
備
さ
れ
た
県
営
公
園

で
す
。

　
バ
ン
ナ
岳
は
南
北
に
概
ね
二
三
〇
ｍ
の

標
高
を
連
ね
る
、
長
い
稜
線
を
も
っ
た
約

四
〇
〇
ha
の
森
林
丘
陵
地
帯
で
す
。
バ
ン

ナ
岳
頂
上
か
ら
は
、
市
街
地
や
田
園
風
景
、

野
鳥
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
る
名な
ぐ
ら蔵
ア

ン
パ
ル
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
湿
地
が
一
望
で

き
、
遠
く
は
竹
富
島
、
小
浜
島
、
西
表
島

な
ど
も
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
バ
ン
ナ
公
園
は
、
貴
重
な
自
然
環
境
と

動
植
物
の
宝
庫
と
し
て
多
種
多
様
の
生
物

が
生
息
し
て
お
り
、
そ
の
生
物
た
ち
が
様
々

な
働
き
を
通
し
て
相
互
依
存
関
係
を
保
ち
、

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
い
る
多

様
性
に
富
ん
だ
場
所
で
す
。
こ
の
よ
う
な

自
然
環
境
を
活
か
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
や
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
散
策
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、

昆
虫
・
小
動
物
の
観
察
な
ど
か
ら
自
然
と

ふ
れ
あ
い
、
学
び
、
楽
し
め
る
場
で
す
。

名な
ぐ
ら蔵
ア
ン
パ
ル

　
名
蔵
ア
ン
パ
ル

は
石
垣
島
の
南
西

部
に
位
置
し
、
市

街
地
か
ら
車
で

十
五
分
の
位
置
に

あ
り
ま
す
。
多
く

の
市
民
が
釣
り
や

潮
干
狩
り
、
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
訪
れ
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
ア
ン
パ

ル
」
の
地
名
つ
い
て
は
「
網
張
り
」
が
地
名

の
由
来
で
あ
る
と
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す

が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
地
域
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
、
干
潟
、

海
浜
、
海
面
、
原
野
、
海
岸
林
等
の
様
々

な
自
然
環
境
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
湿

地
で
す
。

　
干
潟
に
生
息
す
る
カ
ニ
を
擬
人
化
し
、
そ

れ
ら
を
歌
っ
た
「
ア
ン
パ
ル
ヌ
ミ
ダ
ガ
ー
マ

ユ
ン
タ
」
と
い
う
民
謡
は
、
カ
ニ
の
習
性
を

バンナ公園　聖紫花の橋



11

石垣島名物！
八重山そば（沖縄そば）
麺が細く、丸くてコシ
があり、あっさり。

竜宮城鍾乳洞
「落ちてたまるか（受験石）」
滑り落ちそうで落ちない鍾乳
石です。

的
確
に
観
察
し

て
う
た
い
あ
げ

て
お
り
、
ま
さ

に
、
ア
ン
パ
ル

の
豊
か
な
自
然

が
生
ん
だ
歌
と

い
え
ま
す
。
昔

か
ら
自
然
豊
か

で
市
民
に
親
し
ま
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
名
蔵
ア
ン
パ
ル
は
平
成
十
五
年
十
一
月
に

国
指
定
の
鳥
獣
保
護
区
と
な
り
、
平
成
十
六

年
に
は
背
後
の
湿
地
帯
を
特
別
保
護
地
区
に

拡
大
し
、
登
録
湿
地
の
前
提
条
件
で
あ
る
法

的
担
保
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て
、
平
成
十
七

年
十
一
月
、
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
開
催

さ
れ
た
第
九
回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会

議
に
お
い
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

御う
が
ん
ざ
き

神
崎

　
真
っ
白
い
灯
台
と
海
に
落
ち
こ
ん
だ
断
崖

が
素
晴
ら
し
い
風
景
を
つ
く
り
だ
す
景
勝
地

で
す
。

　
御
神
崎
の
沖
合
い
一
帯
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
の

名
ス
ポ
ッ
ト
で
、
海
底
が
お
だ
や
か
で
珊
瑚

礁
も
よ
く
発
達
し
て
い
る
た
め
、
初
心
者
に

も
シ
ニ
ア
に
も
充
分
に
楽
し
め
る
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

御神崎
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球
の
護
送
船
二
隻
で
生
存
者
一
七
二
人
を
福

州
に
送
還
し
て
終
結
し
ま
し
た
。
中
国
で
は

こ
の
事
件
が
契
機
と
な
っ
て
大
規
模
な
苦
力

貿
易
反
対
の
の
ろ
し
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
こ
冨
崎
原
一
帯
に
は
唐
人
の
墓
と
称
す

る
煉
瓦
状
墓
碑
を
配
し
た
墓
が
戦
後
ま
で
数

多
く
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
一
九
七
〇
年
、

石
垣
市
は
異
国
の
地
に
果
て
た
こ
れ
ら
不
幸

な
人
び
と
の
霊
魂
を
合
祀
慰
霊
す
る
た
め
、

唐
人
墓
建
立
委
員
会
を
結
成
、
当
市
よ
り
の

補
助
、
と
く
に
中
華
民
国
政
府
の
物
心
に
わ

た
る
手
篤
い
ご
支
援
お
よ
び
琉
球
住
民
、
在

琉
華
僑
諸
賢
の
ご
芳
志
を
も
っ
て
一
九
七
一

唐と
う
じ
ん
ば
か

人
墓

　
唐
人
墓
に
は
中
国
福
建
省
出
身
者
一
二
八

人
の
霊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
国
人
労
働

者
（
苦ク
ー
リ
ー力
）
は
、
六
世
紀
以
降
世
界
各
地
に

多
数
送
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
八
五
二

年
二
月
、
中
国
ア
モ
イ
で
集
め
ら
れ
た

四
〇
〇
余
人
の
苦
力
た
ち
は
米
国
商
船
ロ

バ
ー
ト
・
バ
ウ
ン
号
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に

送
ら
れ
る
途
次
、
過
酷
な
暴
行
に
堪
え
か
ね

て
遂
に
蜂
起
、
船
長
等
七
人
を
打
殺
し
ま
し

た
。
船
は
台
湾
へ
向
か
う
途
中
石
垣
島
崎
枝

沖
に
座
礁
、
三
八
〇
人
が
下
船
し
ま
し
た
。

八
重
山
の
政
庁
蔵
元
は
冨
崎
原
に
仮
小
屋
を

建
て
て
彼
ら
を
収
容
し
ま
し
た
。
し
か
し
米

英
の
兵
船
が
三
回
に
わ
た
り
来
島
、
砲
撃
を

加
え
、
武
装
兵
ら
を
上
陸
さ
せ
て
き
び
し
く

捜
索
を
行
い
ま
し
た
。
中
国
人
等
は
山
中
に

逃
亡
し
ま
し
た
が
銃
撃
、
逮
捕
さ
れ
、
あ
る

い
は
自
殺
者
が
出
る
な
ど
の
惨
憺
た
る
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
琉
球
王
府
と
蔵
元
は
人
道

的
に
対
応
、
中
国
人
側
の
被
害
を
少
な
く
す

る
よ
う
極
力
配
慮
し
、
島
民
も
深
く
同
情
、

密
か
に
食
糧
な
ど
を
運
び
給
し
ま
し
た
が
、

疫
病
に
よ
る
病
死
者
も
続
出
し
ま
し
た
。
死

者
は
一
人
ひ
と
り
石
積
み
の
墓
を
建
立
し
て

丁
重
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
関
係
国
間
の
事
件
処
理
に
対
す

る
交
渉
の
結
果
、
翌
一
八
五
三
年
九
月
、
琉
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年
こ
れ
を
完
成
し
ま
し
た
。

　
景
色
の
よ
い
場
所
に
立
ち
中
国
風
の
極
彩

色
の
装
飾
が
見
事
。
こ
の
す
ぐ
そ
ば
に
観
音

崎
灯
台
が
あ
り
、
展
望
台
か
ら
見
る
夕
日
は

絶
品
で
す
。

底そ
こ
ば
る原
ダ
ム

　
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
三
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
、
石
垣
島
は
大
干
ば
つ

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
連
続
一
九
一
日
間

も
雨
が
降
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
業
は
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
翌
年
、
石
垣
島

農
業
開
発
調
査
団
が
視
察
に
来
て
「
宮
良
川

流
域
か
ん
が
い
計
画
」
が
ま
と
め
ら
れ
ま

す
。
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
八
月
に

平へ

き

な
喜
名
堰
の
工
事
が
、
十
二
月
に
は
於お

も

と
茂
登

導
水
路
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
昭
和
五
十
七

年
（
一
九
八
二
）
に
底
原
ダ
ム
着
工
、
昭
和

五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
八
月
に
は
底
原

ダ
ム
の
堤
体
工
事
、
九
月
に
は
二
又
堰
の

工
事
が
着
工
し
ま
す
。
そ
し
て
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
六
月
底
原
ダ
ム
が
初
め
て
の

満
水
、
同
年
十
一
月
に
は
底
原
ダ
ム
竣
工
及

び
宮
良
川
地
区
の
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
総
工
事
費
用
一
八
〇
億
円
。
貯
水
量

一
三
〇
〇
万
ト
ン
、
堤
体
の
幅
八
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
一
三
三
一
メ
ー
ト
ル
、
堤
高

二
十
九
・
五
メ
ー
ト
ル
で
農
業
用
ダ
ム
と
し

具志堅用高記念館
石垣市の名誉市民でもある具志堅用
高のすごさを垣間見れます。
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前
、
沖
縄
で
綿
花
が
栽
培
さ
れ
始
め
た
頃

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
地

方
に
源
流
を
も
つ
小
さ
な
絣
の
帯
が
、
チ

ベ
ッ
ト
や
中
国
を
経
て
伝
来
し
た
も
の
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
重
山
地
方
で
み
ん

て
は
全
国
一
。
現
在
、
石
垣
島
の
農
耕
地
の

殆
ど
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
、
干

ば
つ
を
知
ら
な
い
現
代
的
な
農
業
が
経
営
さ

れ
、
石
垣
市
の
農
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

み
ん
さ
ー
織
り

　
み
ん
さ
ー

の
起
源
に
つ

い
て
は
定

か
で
は
あ

り
ま
せ
ん

が
、
今
か
ら

約
四
〇
〇
年

さ
ー
が
製
織
さ
れ
た
時
期
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
八
重
山
で
の
木
綿
栽
培

の
起
源
と
同
時
期
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
み
ん
さ
ー
は
綿
糸
を
藍
で
染
め
て
織
っ

た
細
帯
で
、
五
つ
の
絣か

す
り柄

と
四
つ
の
絣
柄

を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。
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帯
の
絣
の
柄
に
五
つ
と
四
つ
の
組
合
せ

が
交
互
に
配
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
「
い

つ
（
五
つ
）
の
世
（
四
つ
）
ま
で
も
末
永

く
」 

と
い
う
心
が
込
め
ら
れ
、
帯
の
両
脇
の

ム
カ
デ
の
足
に
似
た
模
様
に
は
、
通
い
婚

時
代
を
反
映
し
て
「
足
繁
く
お
い
で
く
だ

さ
い
」 

と
い
う
意
が
表
現
さ
れ
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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わかる「会議録」へのノウハウがぎっしり詰まっております。 記録の取り方、

作り方に関する様々なノウハウとテクニックが盛り込まれた会議録事務関係

者必須の書です。

◆ 会議録作成事務を担当されている議会職員の方に

◆ 会議録原稿を校閲される立場の議会職員の方に

価格 2,000 円（税込み）
編著者名 ：吉川欽二

詳細は、弊社HPまたはお電話にてお問い合わせ下さい。
http://gijiroku-center.co.jp/　TEL：0836-51-6191

会議録作成入門

送料　 180 円

好評発売中
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は
じ
め
ま
し
て

福
田

　真
樹

　昨
年
の
六
月
か
ら
反
訳
の
仕
事
を
始
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　初
め
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
書
い
て
あ
る
こ
と

が
よ
く
理
解
で
き
ず
、
テ
ー
プ
を
聞
く
状
態
に

至
る
ま
で
も
苦
労
し
て
い
た
の
で
す
が
、
回
数

を
重
ね
る
ご
と
に
、
研
修
で
教
わ
っ
た
と
き
に

ぼ
ん
や
り
と
覚
え
て
い
た
内
容
が
少
し
ず
つ
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
プ
の
内

容
も
、
以
前
よ
り
も
す
ん
な
り
耳
に
入
る
よ
う

に
な
っ
て
、
反
訳
の
仕
事
が
楽
し
い
な
と
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
迷
う
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
米
反
訳
者

札
場

　倫
江

　反
訳
者
と
し
て
こ
こ
に
文
章
を
載
せ
て
い
た

だ
く
の
も
ま
だ
ま
だ
恥
ず
か
し
い
、
一
年
目
の

新
米
で
す
。

　以
前
、
校
正
の
仕
事
を
少
し
し
て
い
ま
し
た
の

で
、近
い
内
容
の
仕
事
は
な
い
も
の
か
と
探
し
て
、

こ
の
仕
事
を
知
り
ま
し
た
。
し
か
し
始
め
て
み
る

と
、
な
ん
て
大
変
な
仕
事
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
実

感
で
す
。
い
ざ
音
声
を
文
字
に
置
き
か
え
よ
う
と

す
る
と
、
知
っ
て
い
る
つ
も
り
の
言
葉
が
不
確
か

だ
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
す
。

　知
ら
な
か
っ
た
言
葉
を
知
り
、
知
ら
な
か
っ

た
問
題
を
知
る
日
々
で
す
。
ま
た
調
べ
ご
と
の

た
め
に
覗
い
た
遠
い
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
美

し
い
景
色
、
食
べ
物
に
気
持
ち
は
は
る
か
遠
く

に
旅
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　大
変
で
、
難
し
く
て
、
で
も
面
白
い
仕
事
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

反
訳

よ
も

や
ま
話
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反訳反訳反訳

　新人オペレータの研修は２回にわたり行います。
　１回目は反訳のノウハウを研修、実際にデモテープをお渡しし反訳をしていた
だきます。２回目はデモ反訳の答え合わせをしながらの研修です。

（次の新人研修は5月を予定しています。）

研修新人新人

オペレータオペレータオペレータ
研修研修研修

反訳オペレータ

　昨年 11 月、反訳オペレータ研修会を
行いました。
　プライバシーマーク研修では用語の説
明から運用についての研修と、パソコン
を使用する上での注意を、最近の事件な
どを例にして説明いたしました。また、
反訳については、今までのミス実例をも
とに作成した問題をグループごとに解い
て発表していただきました。
　協力して問題を解いているグループ
もいれば裏の裏の裏まで深読みしてい
るグループもありはらはらしましたが、
皆さん真剣に取り組んでいただけ、解
答以上の答えも続出し、私たちも改め
て勉強の機会となりました。在宅で仕
事をされている方がほとんどですので、
よい交流の機会になったと思います。
　最後に確認テストを実施。日ごろ、パ
ソコンを使用している皆さんには漢字の
書き取りは難しいかなと思いましたが、
答え合わせでは皆さん正解。さすがだな
と感心いたしました。欠点の人は追試！
とはしませんが、皆さんこれからも頑
張っていきましょう。　　　（会議録係）
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会議録作成支援システム

議会の会議録作成業を快適にする、音声認識パッケージ

お問い合わせは情報システム部まで

�

充実した機能

確実な省力化 安心できる
　　サポート

HOUSAS

家屋評価システム『ＨＯＵＳＡＳ』（ハウサス）は、広範囲な家屋評価業務をカバーし、人にや
さしい、理想的なパッケージソフトです。

充
実
し
た
機
能

効
果
的
な
物
件
管
理

モ
デ
ル
家
屋
の
抽
出

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
と
の
連
携

評
価
見
込
み
の
把
握
・
各
種
統
計
表
の
作
成

土
地
・
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
な
ど
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携

簡
単
な
作
図
操
作

見
取
り
図
を
描
く
よ
う
な
簡
単
作
図
操
作

複
雑
な
図
面
の
簡
易
入
力
機
能

ミ
リ
単
位
ま
で
精
度
の
高
い
求
積

マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
の
随
時
切
替
に
よ
る
疲
労
防
止

確
実
な
省
力
化

　評
価
計
算･

清
書
時
間
の
短
縮

計
算
ミ
ス
・
転
記
ミ
ス
の
未
然
防
止
の
安
心
感

評
価
計
算
業
務
の
大
幅
な
短
縮
に
貢
献

評
価
額
の
平
準
化

業
務
熟
練
度
や
個
人
差
に
よ
る
異
な
っ
た
結
果
の
是
正

安
心
で
き
る
サ
ポ
ー
ト

お
問
い
合
わ
せ

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
操
作
方
法
か
ら

評
価
に
関
す
る
幅
広
い
問
い
合
わ
せ
を
グ
ル
ー
プ
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

て
迅
速
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

現
地
サ
ポ
ー
ト

異
動
に
伴
う
後
任
の
方
へ
の
操
作
教
育
・
定
期
的
な
機
能
向
上
に
伴

う
操
作
説
明
の
た
め
、
適
宜
訪
問
い
た
し
ま
す
。

HOUSAS導入実績

開発元　NTT-AT エムタック株式会社

実績
３００団体以上！

家屋評価業務を確実な省力化で支援するオールインワンのパッケージソフト

『ＨＯＵＳＡＳ』『ＨＯＵＳＡＳ』
家屋評価システム家屋評価システム

　家屋評価システム『HOUSAS』は、
これまでに 300 以上の自治体様に導入
され、家屋評価計算業務全般の作業効
率化に貢献してきました。固定資産（家
屋）の評価計算・管理業務の効率化は、
低コスト・ノンカスタマイズをテーマ
にした汎用性の高いパッケージソフト
『HOUSAS』だからこそ実現できます。
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充
実
し
た
機
能

効
果
的
な
物
件
管
理

モ
デ
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家
屋
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抽
出

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
と
の
連
携

評
価
見
込
み
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握
・
各
種
統
計
表
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作
成

土
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ァ
イ
リ
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ス
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ム
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連
携

簡
単
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見
取
り
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描
く
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う
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簡
単
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操
作

複
雑
な
図
面
の
簡
易
入
力
機
能

ミ
リ
単
位
ま
で
精
度
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求
積

マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
の
随
時
切
替
に
よ
る
疲
労
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止

確
実
な
省
力
化
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縮
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縮
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献

評
価
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業
務
熟
練
度
や
個
人
差
に
よ
る
異
な
っ
た
結
果
の
是
正

安
心
で
き
る
サ
ポ
ー
ト

お
問
い
合
わ
せ

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
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メ
ー
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ど
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作
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を
グ
ル
ー
プ
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

て
迅
速
に
対
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ー
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作
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的
な
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向
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に
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作
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の
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め
、
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宜
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い
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ま
す
。
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実績
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家屋評価システム家屋評価システム

　家屋評価システム『HOUSAS』は、
これまでに 300 以上の自治体様に導入
され、家屋評価計算業務全般の作業効
率化に貢献してきました。固定資産（家
屋）の評価計算・管理業務の効率化は、
低コスト・ノンカスタマイズをテーマ
にした汎用性の高いパッケージソフト
『HOUSAS』だからこそ実現できます。
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こ
の
度
の
東
日
本

大
震
災
に
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
、
謹
ん
で

災
害
の
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
（
Ｎ
）
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凡
事
徹
底

　
今
年
も
、
無
事
に
新
し
い
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、
社
員
全
員
が
今
年
の
個
人
目
標

を
立
て
ま
し
た
。
直
接
、
業
務
に
直

結
す
る
こ
と
や
、
各
個
人
の
資
質
を

高
め
る
た
め
の
こ
と
ま
で
様
々
で
す
。

　
し
か
し
、
新
年
に
立
て
た
目
標
や

抱
負
は
、
始
め
の
う
ち
は
実
行
す
る

の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
忘
れ
、
年
末
に
は
今
年

の
目
標
は
何
だ
っ
た
の
か
な
？
と
い
う
人
も
少
な

く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
か
。

　
弊
社
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
そ
の
日
取
り
組
ん
だ
事
を
、
必
ず
日
報
で

報
告
す
る
こ
と
で
、
日
々
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　
目
標
や
抱
負
は
、
掲
げ
る
だ
け
で
は
結
果
は
出
ま

せ
ん
。
日
々
の
積
み
重
ね
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
初
め
て
そ
の
成
果
が
現
れ
る
と
思
い
ま
す
。
自

分
で
決
め
た
こ
と
を
日
々
徹
底
し
て
一
年
間
継
続

す
る
。
ま
さ
に
凡
事
徹
底
の
実
践
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
年
後
に
は
、
社
員
全
員
が
、
高
い
ス
キ
ル
を

持
っ
て
、
今
以
上
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供

し
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
Ｓ
）


